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新緑の青葉が目にま
ぶしいこのごろ、皆様に
おかれましては、ますま
すご清祥のこととお喜び
申し上げます。

令和6年4月より小田
原支部長を担当いたしま

す三菱ケミカルハイテクニカ（株）の小池と申し
ます。

川村前支部長の跡を継いで支部長という大役
を仰せつかりました。微力ではございますが、小
田原労働基準監督署のご指導、ならびに、小田
原支部役員・会員・事務局皆様のご理解とご協
力をいただきながら小田原支部発展のために努
力してまいりますので、どうぞ宜しくお願い申し
上げます。

さて、令和5年度は第14次労働災害防止計画
がスタートし、重点課題である「転倒防止活動」
に取り組んでまいりました。また、安全部会によ
る災害アンケートに転倒災害項目を追加し、そ
の発生原因と対策について検討を進めました。

一方、令和5年度小田原労働基準監督署管内
での休業4日以上の死傷者数は、3月末現在、
481件でコロナ罹患者を除くと384件となり、対
前年6件の増加となりました。また、死亡災害発
生件数は前年の０件に対し、7件と大幅な増加と
なりました。

このような状況下、令和6年度は「エイジフレ
ンドリー」をキーワードとした重点活動を継続
し、「転倒災害防止」のアウトプット指標となる

具体策を提案するとともに、以下の事項につい
て取り組んでまいりたいと考えます。
(1) 登録教習機関として各法律の普及・啓発活動

を推進
  ① ｢職長教育」、「職長の能力向上教育」の受

講促進
  ② 化学物質管理の関係政省令遵守、および動

向変化を伝達する講習会の開催と受講促進
(2) 健康保持増進、適正な労働条件確保のため

の活動推進、労働福祉の向上
  ① エイジフレンドリーをテーマとした健康保持

増進セミナーの企画開催
  ② 行政と連携した労務管理・法令セミナーの

企画開催
(3) ｢労働災害防止推進計画」と連動した各種取

り組みの普及・推進
  ① 支部災害発生分析からの災害防止活動の推

進
  ② 第14次労働災害防止計画重点課題をテーマ

としたイベントの企画
等となります。

アップトレンドに転じた労働災害に歯止めを
かけるためには何よりも皆様のお力が必要と
なってきます。今一度足元をしっかり見据え一丸
となった取り組みが重要と考えます。

最後になりますが、小田原支部ならびに会員
事業場の益々のご発展と関係各位のご健勝、そ
して今年度の無事故、無災害を祈念いたしまし
て、支部長就任にあたってのご挨拶とさせてい
ただきます。
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この度、4月1日付けの
定期異動により小田原労
働基準監督署長に着任
いたしました本間と申し
ます。前任の木村署長同
様、よろしくお願いいた
します。

公益社団法人神奈川労務安全衛生協会小田
原支部会員の皆様におかれましては、日頃から
労働行政の推進に多大なるご理解とご協力を賜
りまして、心から感謝申し上げます。

私は入省後、岐阜労働局及び山梨労働局を経
て、平成18年から神奈川労働局内の労働基準監
督署等で勤務しております。前任地は神奈川労
働局の労働基準部監督課でした。小田原労働基
準監督署での勤務は初めてとなりますが、歴史
と伝統のある小田原において勤務できることを
嬉しく思っております。

小田原労働基準監督署の管轄地域は神奈川
県の面積の4分の1以上を占めており、箱根をは
じめとした観光地、大規模工場、物流拠点とし
ての倉庫等のほか、新東名高速道路に関連する
大規模建設工事も行われており、様々な情勢や
行政課題に対応すべく、職員一同、取り組んで
まいります。

さて、我が国の経済はコロナ禍の3年間を乗
り越えて改善しつつありますが、労働行政を取
り巻く情勢は、少子高齢化に伴う生産年齢人口
の減少という構造的な課題に直面する中、急激
な物価上昇に対して賃金の上昇が追いついてい
ない状況にあります。そういった状況において、
人手不足の克服、継続的な賃上げ、多様な働き
方の実現による持続的な成長と分配の好循環
を実現していくことが重要となっています。

神奈川労働局では、「すべての人がいきいきと
働くかながわを目指して」をスローガンとし、令
和6年度の労働行政の重点施策を「賃金引上げ
に向けた支援と非正規雇用労働者の処遇改

善」、「リ・スキリングの推進と人材確保の支援」
及び「多様な人材の活躍と魅力ある職場づくり」
の3つの柱としております。

賃金引き上げに向けた取組につきましては、
生産性向上を通じた中小企業等の賃金引き上げ
を業務改善助成金により支援するほか、中小企
業庁等と連携して、適正な価格転嫁の推進を支
援するなどの環境整備にも取り組んでまいりま
す。非正規雇用労働者の処遇改善につきまして
は、支援策の周知や企業の自主的な取組を促す
ことにより、同一労働同一賃金の順守を図って
まいります。

魅力ある職場づくりにつきましては、働き方
改革関連法の施行と定着のために、本年4月か
ら時間外労働の上限規制が適用された建設業、
自動車運転者及び医師について、労働時間短縮
に向けた支援などを行ってまいります。特に自
動車運転者につきましては、荷主と連携した取
組が不可欠なため、長時間の荷待ちを発生させ
ないこと等についてご理解をいただくよう荷主
の皆様に要請を行ってまいります。

小田原労働基準監督署管内の労働災害発生
状況は、令和5年の休業4日以上の労働災害は
481件で、前年同期比180件の減少とはなりまし
たが依然として高い水準であり、死亡災害につ
きましては7件発生し、大変憂慮される状況にあ
ります。本年度は第14次労働災害防止推進計画
の2年目となります。労働災害の減少に向け、職
員一丸となって取り組んでまいります。

そのほかにも、小田原労働基準監督署におけ
る行政課題は多岐にわたりますが、行政の推進
にあたりましては、貴支部会員の皆様のご意見
を拝聴させていただき、一層の連携を図らせて
いただきたいと考えておりますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。

最後になりますが、貴支部および会員事業場
の皆様の益々のご発展とご健勝を祈念いたしま
して、着任の挨拶とさせていただきます。

7着任のご挨拶7
小田原労働基準監督署

署　長　本
ほん
　間

ま
　公

きみ
　紀

のり
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■監督課庶務係 ■安全衛生課
等査検成落・届置設の等械機定特□査調計統本基造構金賃□

告報病傷死者働労□査調計統種各他のそ□
□各種健康診断結果報告
□安全管理者・衛生管理者・産業医選任報告
□労働安全衛生法等に関する相談

■監督課監督係
□適用事業報告
□時間外休日労働に関する協定届
□１ヵ月単位・１年単位の変形労働時間制に関する協定届 ■労災課

等届種各険保働労□則（変更）届規業就□
書求請種各険保働労□届置設舎宿寄・則規舎宿寄□
談相るす関に険保働労□談相るす関に等件条働労□

〈各課主要業務〉

〒250-0011             
小田原市栄町1-1-15  ミナカ小田原９階
TEL：0465－22－7151（監督課・安衛課）
TEL：0465－22－7152（労災課）
FAX：0465－22－0074

小田原労働基準監督署
職員配置図（令和6年4月1日現在)
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安全優良職長厚生労働大臣顕彰  受賞者令和６年度

この度は、この様なすばらしい賞を頂き、誠にありがとうございました。
自分がこの賞を頂くと聞いた時は、驚きと同時に身の引き締まる思いでし

た。自分だけの力ではなく、諸先輩のご指導や同僚の支えがあってこそ受賞で
きたもので、今後の会社生活の中で大きな財産となる
ことでしょう。改めて、感謝を申し上げます。

これからも皆の先頭に立ち、安全で安心な職場づく
りに努力・貢献していきたいと思います。

（公社）神奈川労務安全衛生協会

　　小田原支部功労賞

川 裕司 様
三菱ケミカルハイテクニカ㈱

従業員数 50人未満の事業者と労働者の皆さまへ
地域の産業医による健康相談・保健指導は無料健康相談窓口をご利用ください。

労働者が心身ともに健康で働き続けられるように、長時間労働の面接指導、メンタルヘルス不調者の相
談や生活習慣病予防など、事業場が行う労働衛生管理を支援するために、「県西地域産業保健センター」では、
地域の産業医による面接指導や健康診断の事後措置などの無料健康相談・保健指導を行っています。

１．無料健康相談窓口ご利用時間（原則、１週間前までにご連絡下さい。）
　　午後１時００分～　予約制
２．相談日（令和６年５月から令和６年７月までの相談日は次のとおりです。）
　　５月 16 日（木）　５月 23 日（木）　５月 29 日（水）　６月５日（水）　６月 13 日（木）　６月 19 日（水）
　　６月 27 日（木）　７月２日（火）　７月５日（金）
３．相談窓口会場
　　〔おだわら総合医療福祉会館内　小田原市久野 115 − 2　県西地域産業保健センター４F 事務所〕
　　 　無料健康相談窓口の他、ご依頼内容により産業医による産業保健指導を小田原市、南足柄市、足柄

上郡、足柄下郡の各事業場への個別訪問を行っていますので、ご相談ください。
４．利用申し込み（ホームページ又は電話）
　　１）ホームページから利用申込出来ます。https://www.kanagawas.johas.go.jp/publics/index/545/
　　　　WEB、あるいは FAX で利用申込書をお送りください。
　　　　ホームページは　“ 神奈川産保県西 ”　で検索。
　　２）電話　０４６５−６６−６０４０（受付時間：９時～ 14 時）

厚生労働省「産業保健活動総合支援事業」　協力：小田原医師会・足柄上医師会
県西地域産業保健センター　

666666666666666666666666666666666666666666

666666666666666666666666666666666666666666

三菱ケミカルハイテクニカ株式会社　杉山　朗 様
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【労務部会活動】～会員拡大と経営者セミナーの開催
労務部会は、現在8社の役員事業場によって構成されており、主に新規会員の拡大、経営者セ

ミナーの企画、開催に取り組んでおります。
当部会が中心となり役員メンバーに未会員の事業場の紹介を呼びかけ、令和4年度は、県内

12支部の中でも最も多い13社の新規事業場の入会となりました。さらに、昨年度は、役員へ
更なる会員拡大を図るため、役員全員へアンケート調査に協力をしてもらい、退会事業場は企
業合併による1社を除けばなし、入会が8社と協会全体で会員が減少する中、現在294社と増え
続けております。そして今期は、山田新部会長のもと、まずは300社復帰を目指してまいりま
す。

また、毎年新年に小田原産業労働団体連合会主催で開催しております「経営
者セミナー」では、ホスト役を務め、本年は、前神奈川県知事で参議院議員の
松沢成文氏を招き、報徳会館にて「激闘！関東三国志～戦国武将に見るリー
ダー論～」をテーマに小田原史に名を連れる人物の生き方、考え方、実践した
取り組みについて広く熱く語っていただきました。

そして、次回は、自らの脚力と腕力のみで世界を冒険された冒険家で
あり、医師でもある武蔵野美術大学名誉教授関野吉晴氏をお招きし、
そのドキュメンタリーは、TVでも大人気となった「グレートジャー
ニー」について語っていただく予定です。

労務部会では、今年度も上記の事業をさらに前向きに推進してまいりますので、皆様のご理
解とご協力をお願い申し上げます。　　　　　　　　　（令和4、5年労務部会長　木崎庸雅）

◉労務部会活動のご紹介◉

ZZZZZZZZZZ新規加入会員事業場紹介 ZZZZZZZZZZ
☆事業場名　株式会社オービーエム管財
☆所 在 地　〒250-0032 神奈川県小田原市風祭72-1
☆代表者名　代表取締役　杉崎　勝彦
☆設　　立　1975年10月20日
☆従業員数　390名
☆事業内容　ビルメンテナンス
　　　　　　店舗・文化財メンテナンス
　　　　　　PPP・PFI事業
　　　　　　宿泊施設メンテナンス
　　　　　　マンション総合管理

❖役員紹介❖ 〔写真左から〕
テルモ㈱　　　　　　　　　飯田　　康
㈱小田原百貨店　　　　　　菊川　哲郎
足柄乳業㈱　　　　　　　　高橋　克則
小田原紙器工業㈱　　　　　木崎　庸雅
パナック工業㈱足柄工場　　秋山　英勝
㈱西山製作所　　　　　　　鈴木　健一
㈱しいの食品　　　　　　　山田　幸弘
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aデカ盛り店【麺飯店 俵飯】
私は、会社の先輩とごはんに行くとき、た

まに「デカ盛り店」へ行くことがあります。
特においしいと思ったお店が「麺飯店　俵

飯」(JR武蔵小金井駅から中央循環バスで5
分)。

行きの車中では、オムライスがでかい！鶏
唐ニンニク塩ダレ丼はみ出てる！とスマホの
写真を見てデカ盛りへの期待を膨らませ12
時入店。

入店すると、まさにと思う大柄な大将が中
華鍋を振り、デカ盛りを作っていました。

私は鶏唐ニンニク塩ダレ丼 並の中(ごはん
2合弱)を注文。料理が来ると写真以上のボ
リュームに圧倒されながら一口。熱々のト
ロっとした塩だれとからあげの相性が抜群
で、デカ盛りならではの満腹の苦しみを味
わいつつ完食。美味でした。近所を通る際
は是非。　　  　（広報部会　髙木　智仁）

＊　クレーン特別教育
　・６月 25 日（火） 青色会館
＊　保護具着用管理責任者選任研修
　・６月 27 日（木） 青色会館
＊　衛生推進者養成講習会
　・７月２日（火） 青色会館
＊　新 KYT 基礎実践研修会
　・７月４日（木） 青色会館
＊　粉じん作業特別教育
　・７月９日（火） 青色会館
＊　玉掛の業務に係る特別教育
　・７月 23 日（火） 青色会館
＊　 テールゲートリフターの操作の業務に係

る特別教育
　・７月 25 日（木） 小田原ガス
＊　リスクアセスメント研修会
　　～自律的な化学物質管理の導入に向け～
　・７月 30 日（火） 青色会館

＊　１トン未満フォーク特別教育
　・５月９日（木） 青色会館
＊　職長教育
　・５月 14 日（火）、15 日（水） 青色会館
＊　化学物質管理者選任時研修
　・５月 21 日（火） 青色会館
＊　フルハーネス型墜落制止用器具特別教育
　・５月 27 日（月） 青色会館
＊　安全衛生推進者養成講習会
　・６月４日（火）、５日（水） 青色会館
＊　全国安全週間小田原地区推進大会
　・６月７日（金） 青色会館
＊　安全管理者選任時研修
　・６月 12 日（水） 青色会館
＊　有機溶剤業務従事者に対する労働衛生教育
　・６月 13 日（木） Zoom オンライン
＊　 特定化学物質及びアルキル鉛等作業主任

者技能講習
　・６月 18 日（火）、19 日（水） 青色会館

事務局長　鎌田　光郎　
4月19日（金）令和6年度定時総会を開催し、新年度事業計画のご承認を得ました。
今年度も、第14次労働災害防止計画の最新情報をキャッチアップし、講習会企画に反映して

いきます。ご活用のほど宜しくお願いいたします。

＜５月～７月開催講習会＞

事務局だより


